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特集　市議会２月定例会

特集　小・中学校でコミュニティ・
スクールがスタート

鎌倉殿富士山麓ゆかりの地

令和５年４月採用市職員募集

歯と口の健康週間

クリーンエネルギー自動車の購入に
補助金

高齢者バス・タクシー利用助成
令和４年度軽自動車税の納税通知書
を発送

国保の脳ドック・人間ドック受診費用
助成受付開始
特定健診・後期健診6月13日㈪～10
月31日㈪

すその健康マイレージの参加者募集
成人健康診査で病気を早期に発見

インフォメーション

図書館だより

フォトグラフ

救急協力医

裾野っ子
すこやかタウン

表紙　Front cover

　市内の小中学校では、４月７日
㈭に入学式が行われました。クラ
ス発表のドキドキ感や、初めてラ
ンドセルを背負って登校した緊張
感が伝わってきます。

ピカピカの1年生

　沼津市の狩野川河口付近の我入道から沼津港あゆみ
橋間の約1.5キロメートルを20分ほどで結ぶ『我入道
の渡し船』。平成９年に復活し、現在は春季・夏季・
秋季の休日週末と祝日に、１日４往復の定期便を運航
しています（料金：大人100円、小学生50円、小学生
以下無料）。その渡し船に今年誕生した初の女性船頭
が大沼さんです。
　人と接する仕事が好きな大
沼さん。渡し船を運営する沼
津我入道漁協の知人から誘わ
れて船頭に応募しました。船
舶の免許を取得し、訓練を経
て３月21日㈪にデビューしま
した。渡し船の船頭は、大沼さんを含め３人。「自然
を感じながら仕事ができるので、日々成長を感じます。
地元の人たちもいつも応援してくれてうれしいです」
と大沼さん。「ここは目の前が海なので、潮の満ち引
きの影響を大きく受けます。干潮のときは船底がつい
てしまうこともあり、神経を使います」と、船を操作
する難しさも教えてくれました。
　「我入道の渡し船は江戸時代からの歴史があります
が、地元でも知らない人が多いので、沼津の魅力と共
にもっとＰＲしていきたいです」
と、今後の意欲を語ってくれまし
た。
　現在では貴重な和船の渡し船。
皆さんも、船から富士山や沼津の
街並みを眺めてみませんか。

大沼 けい子さん（上原）

『我入道の渡し船』に女性船頭が誕生
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